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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2023年３月期第２四半期 29,519 12.7 △1,474 － 6 － △1,371 －
2022年３月期第２四半期 26,190 14.3 △788 － △483 － △1,189 －

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 1,955百万円（－％） 2022年３月期第２四半期△1,574百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益

円 銭 円 銭
2023年３月期第２四半期 △32.34 －
2022年３月期第２四半期 △28.04 －

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 101,507 87,936 75.6
2022年３月期 100,435 86,788 75.3

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 76,706百万円 2022年３月期 75,611百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2022年３月期 － 14.00 － 14.00 28.00
2023年３月期 － 7.00
2023年３月期
  （予想）

－ 7.00 14.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 60,000 12.3 △2,000 - △500 - △3,900 - △91.94

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 42,426,739株 2022年３月期 42,426,739株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 9,686株 2022年３月期 9,444株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 42,417,221株 2022年３月期２Ｑ 42,417,666株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、[添付資料]10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の業績予想は、当社が現時点で入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて算出し

ており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、様々な要因により異なる場合

があり得ることをご承知おきください。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項等

については[添付資料]３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 ………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………… 6

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間 …………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間 …………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………… 8

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………… 10

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………… 10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………… 10

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………… 10

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………… 11

○添付資料の目次

- 1 -

双葉電子工業(株)　(6986)　2023年3月期　第2四半期決算短信



前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間

増減率

(％)

売上高 26,190 29,519 12.7

営業損失(△) △788 △1,474 －

経常利益又は

経常損失(△)
△483 6 －

親会社株主に帰属する

四半期純損失(△)
△1,189 △1,371 －

米ドル平均レート 110円/＄ 133円/＄ 23円/＄

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
増減率

(％)

売上高 10,913 12,893 18.1

営業損失(△) △1,342 △1,665 －

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における国内経済は、新型コロナウイルス感染症の第７波による

感染急拡大に加えて、急激な円安と資源・エネルギー価格高騰の同時進行により、回復基調で

あった経済活動、消費活動への悪影響が懸念される状況となっております。

　また、世界経済におきましても、米国をはじめとしたインフレ抑制のための政策金利引き上

げが世界経済の回復ペースを鈍くしたほか、半導体等原材料の物流混乱、ウクライナ情勢の長

期化によるエネルギー調達難の影響も続き、依然として不透明な状況が続いております。

　このような状況のなか、当第２四半期において当社グループは、第２次中期経営計画

（Futaba Innovation Plan 2023）で掲げた方針に基づき、諸施策の取り組みを更に深化させ、

コスト構造改革による収益の改善と事業成長の促進に取り組んでおります。

　具体的には、当社の通信技術を生かした地方自治体との実証実験に向けた協定締結や産業用

ドローンを用いた実証実験の推進、新材料「フェルカーボ」のウェビナー開催のほか、新製品

である「タブリード」を国内展示会へ初出品するなど、積極的に新たな価値の創出に取り組み

ました。また、コスト構造改革としましては、急激な円安や原材料価格・エネルギーコスト・

輸送費等の増加に対応するため、売価政策の推進を実施いたしました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、次のとおりになりました。

(単位：百万円)

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

① 電子デバイス関連

（主な製品：タッチセンサー、有機ＥＬディスプレイ、蛍光表示管、複合モジュール、

　産業用ラジコン機器、ホビー用ラジコン機器等）

(単位：百万円)

　タッチセンサーでは、顧客における半導体をはじめとした部材調達難が続いており、国内およ
び海外での車載用途が低調に推移したことから、売上げは前年同期を下回りました。
　有機ＥＬディスプレイでは、構成比率の高い海外での車載用途および映像用途が好調に推移
し、円安の影響も受けたことから、売上げは前年同期を上回りました。
　複合モジュールでは、設計変更により半導体の調達難が一部で解消し、国内での計測器用途や
娯楽用途、ＥＭＳの車載用途が堅調に推移、円安の影響も受けたことから、売上げは前年同期を
上回りました。
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前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
増減率

(％)

売上高 15,294 16,634 8.8

営業利益 554 191 △65.5

　産業用ラジコン機器では、トラッククレーン向けは低調に推移しましたが、ＦＡ向けが好調で
あったことから、売上げは前年同期を上回りました。
　ホビー用ラジコン機器は、新製品などの販売により、国内、欧米ともに堅調に推移し、円安の
影響も受けたことから、売上げは前年同期を上回りました。

② 生産器材

（主な製品：プレート製品、金型用器材、成形・生産合理化機器）

(単位：百万円)

　国内では、市場の回復に遅れがみられるものの、モールド金型用器材が堅調に推移し、引き続

き売価政策も推し進めたことから、売上げは前年同期を上回りました。

　海外では、主力の韓国において、自動車関連での需要に回復がみられ、円安の影響も受けたこ

とから、売上げは前年同期を上回りました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、原材料及び貯蔵品や受取手形、売掛金及び契約資産

の増加などにより、前連結会計年度末に比べ10億７千２百万円増加し、1,015億７百万円となりま

した。

　負債は、電子記録債務や支払手形及び買掛金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ７千

５百万円減少し、135億７千１百万円となりました。

　純資産は、為替換算調整勘定の増加などにより、前連結会計年度末に比べ11億４千８百万円増

加し、879億３千６百万円となりました。この結果、自己資本比率は75.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、最近の業績動向等を踏まえ、2022年５月20日に公表しました連

結業績予想を修正しています。

　詳細につきましては、本日(2022年11月11日)公表の「通期連結業績予想の修正、営業外収益お

よび特別損失の計上に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,626 29,926

受取手形、売掛金及び契約資産 14,552 15,534

電子記録債権 914 1,154

有価証券 600 301

商品及び製品 4,213 5,014

仕掛品 3,262 3,473

原材料及び貯蔵品 10,020 11,612

その他 1,684 1,817

貸倒引当金 △710 △768

流動資産合計 68,163 68,066

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,060 5,099

機械装置及び運搬具（純額） 1,958 2,124

工具、器具及び備品（純額） 363 358

土地 9,751 9,837

リース資産（純額） 1 4

建設仮勘定 416 587

その他 316 356

有形固定資産合計 17,868 18,368

無形固定資産

のれん 45 26

その他 643 700

無形固定資産合計 688 726

投資その他の資産

投資有価証券 7,902 8,307

その他 6,432 6,817

貸倒引当金 △619 △779

投資その他の資産合計 13,714 14,345

固定資産合計 32,271 33,441

資産合計 100,435 101,507

２．四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,720 3,421

電子記録債務 1,054 712

短期借入金 436 375

未払費用 2,267 2,375

未払法人税等 368 341

賞与引当金 827 945

その他 1,515 1,562

流動負債合計 10,190 9,734

固定負債

繰延税金負債 2,283 2,526

役員退職慰労引当金 64 54

退職給付に係る負債 525 538

その他 582 716

固定負債合計 3,455 3,836

負債合計 13,646 13,571

純資産の部

株主資本

資本金 22,558 22,558

資本剰余金 21,555 21,555

利益剰余金 28,556 26,591

自己株式 △16 △16

株主資本合計 72,654 70,688

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,211 1,569

為替換算調整勘定 241 3,187

退職給付に係る調整累計額 1,504 1,261

その他の包括利益累計額合計 2,957 6,018

非支配株主持分 11,177 11,229

純資産合計 86,788 87,936

負債純資産合計 100,435 101,507
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 26,190 29,519

売上原価 21,593 25,280

売上総利益 4,597 4,239

販売費及び一般管理費 5,385 5,714

営業損失（△） △788 △1,474

営業外収益

受取利息 82 139

受取配当金 129 167

為替差益 - 1,085

補助金収入 95 8

その他 119 108

営業外収益合計 427 1,509

営業外費用

支払利息 39 15

為替差損 70 -

固定資産解体撤去費用 2 5

その他 10 7

営業外費用合計 123 28

経常利益又は経常損失（△） △483 6

特別利益

固定資産売却益 297 18

投資有価証券売却益 127 -

特別利益合計 424 18

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産廃棄損 2 1

減損損失 374 833

特別損失合計 377 835

税金等調整前四半期純損失（△） △436 △810

法人税、住民税及び事業税 341 211

法人税等調整額 199 223

法人税等合計 540 434

四半期純損失（△） △977 △1,245

非支配株主に帰属する四半期純利益 212 126

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,189 △1,371

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △977 △1,245

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 33 354

為替換算調整勘定 △390 3,088

退職給付に係る調整額 △239 △242

その他の包括利益合計 △597 3,200

四半期包括利益 △1,574 1,955

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,482 1,689

非支配株主に係る四半期包括利益 △92 265

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △436 △810

減価償却費 542 615

のれん償却額 18 19

減損損失 374 833

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27 218

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △183 △157

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3 △3

退職給付に係る調整累計額の増減額（△は減少） △347 △380

賞与引当金の増減額（△は減少） 82 101

受取利息及び受取配当金 △212 △307

為替差損益（△は益） 51 △210

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） △294 △16

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △127 -

固定資産解体撤去費用 2 5

売上債権の増減額（△は増加） 720 △1,006

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,932 △1,521

仕入債務の増減額（△は減少） 149 △1,665

その他 △260 614

小計 △1,877 △3,671

利息及び配当金の受取額 235 318

利息の支払額 △37 △14

法人税等の支払額 △519 △245

法人税等の還付額 74 13

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,123 △3,598

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △11,792 △11,294

定期預金の払戻による収入 14,230 12,855

有形固定資産の取得による支出 △773 △1,298

有形固定資産の売却による収入 359 14

投資有価証券の取得による支出 △200 △200

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,366 600

貸付けによる支出 △49 △0

貸付金の回収による収入 2 0

その他 3 △55

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,145 622

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

- 8 -

双葉電子工業(株)　(6986)　2023年3月期　第2四半期決算短信



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 502 480

短期借入金の返済による支出 △532 △565

長期借入れによる収入 48 -

リース債務の返済による支出 △95 △104

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △595 △596

非支配株主への配当金の支払額 △183 △212

財務活動によるキャッシュ・フロー △856 △998

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 1,483

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 161 △2,491

現金及び現金同等物の期首残高 25,667 20,582

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,828 18,090
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年６月29日開催の第79期定時株主総会において、資本準備金の額の減少について

決議し、2022年８月31日を効力発生日として資本準備金18,000百万円を減少し、同額をその他資

本剰余金に振り替えました。

　なお、これによる株主資本の合計金額への影響はありません。

（会計方針の変更）

（米国財務会計基準審議会会計基準編纂書(ASC)第842号「リース」の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首より、米国連結子会社において、ASC第842号「リース」を適用

しています。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借対照表に資産およ

び負債として計上することといたしました。本基準の適用にあたっては、経過措置として認めら

れている本基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しています。

　なお、この適用による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。
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(単位:百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

電子デバイス
関連

生産器材 合計

売上高

日本 4,503 7,070 11,573 － 11,573

米州 2,503 59 2,562 － 2,562

欧州 715 0 715 － 715

アジア他 3,176 8,153 11,330 － 11,330

顧客との契約から生じる収益 10,898 15,284 26,182 － 26,182

その他の収益 8 － 8 － 8

外部顧客への売上高 10,906 15,284 26,190 － 26,190

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6 9 16 △16 －

計 10,913 15,294 26,207 △16 26,190

セグメント利益又は損失(△) △1,342 554 △787 △0 △788

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間 （自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去です。

　　　 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

　　　 ３．アジア他への売上高に分類した額のうち、韓国への売上高は、電子デバイス関連183百万円、生産器

材5,892百万円、中国への売上高は、電子デバイス関連1,512百万円、生産器材1,223百万円です。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

　電子デバイス関連セグメントにおいて、収益性が低下し投資額の回収が見込めなくなった当社および

一部の連結子会社における事業用資産の帳簿価額を、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失

として計上しています。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては277百万

円です。
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(単位:百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

電子デバイス
関連

生産器材 合計

売上高

日本 4,710 7,292 12,003 - 12,003

米州 3,202 78 3,280 - 3,280

欧州 906 - 906 - 906

アジア他 4,059 9,262 13,321 - 13,321

顧客との契約から生じる収益 12,878 16,633 29,512 - 29,512

その他の収益 7 - 7 - 7

外部顧客への売上高 12,886 16,633 29,519 - 29,519

セグメント間の内部売上高
又は振替高

7 0 8 △8 -

計 12,893 16,634 29,528 △8 29,519

セグメント利益又は損失(△) △1,665 191 △1,474 △0 △1,474

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間 （自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去です。

　　　 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

３．米州への売上高に分類した額のうち、米国への売上高は、電子デバイス関連3,106百万円、生産器材

78百万円です。

４．アジア他への売上高に分類した額のうち、韓国への売上高は、電子デバイス関連176百万円、生産器

材7,125百万円です。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

　電子デバイス関連および生産器材セグメントにおいて、収益性が低下し投資額の回収が見込めなくな

った当社および一部の連結子会社における事業用資産の帳簿価額を、回収可能価額まで減額し、当該減

少額を減損損失として計上しています。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間に

おいては電子デバイス関連セグメントで219百万円、生産器材セグメントで460百万円です。
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